
〈特集〉 

静岡わさび農業遺産推進協議会

世界
農業遺産

認定１０周年

掛
川
市
を
含
む
、
静
岡
県
の
４
市
１
町

（
菊
川
市
・
島
田
市
・
牧
之
原
市
・
川
根
本

町
）
で
は
、
お
茶
の
栽
培
を「
静
岡
の
茶

草
場
農
法
」
と
い
う
伝
統
的
な
農
法
で

行
っ
て
い
ま
す
。
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、

茶
草
と
呼
ば
れ
る
ス
ス
キ
や
サ
サ
な
ど
の

草
を
刈
り
取
っ
て
乾
燥
さ
せ
、
約
１０
セ
ン

チ
に
裁
断
し
て
お
茶
の
木
の
畝（
う
ね
）

間
に
敷
く
方
法
で
、
お
茶
の
味
や
香
り
の

向
上
な
ど
、
高
品
質
な
茶
栽
培
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
栽
培
面
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
を

す
み
か
と
す
る
動
植
物
に
と
っ
て
も
良
い

環
境
と
な
り
ま
す
。
定
期
的
に
草
を
刈
る

こ
と
で
地
面
に
日
が
当
た
り
、
生
命
力
の

強
い
草
だ
け
が
生
き
残
る
こ
と
も
な
く
な

る
た
め
、
地
域
固
有
の
バ
ッ
タ「
カ
ケ
ガ

ワ
フ
キ
バ
ッ
タ
」
な
ど
７
２
０
種
以
上
が

茶
草
場
に
生
息
し
て
い
ま
す
。

茶
草
場
の
よ
う
に
、
人
の
手
で
維
持
、

管
理
し
て
い
た「
半
自
然
草
地
」
が
、
以

前
は
日
本
中
に
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
し

か
し
、
農
業
や
生
活
の
近
代
化
な
ど
で
減

少
し
、
す
み
か
と
す
る
多
く
の
動
植
物
も

数
を
減
ら
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
保
全
し
、
持
続

し
て
い
く
た
め
、
平
成
２４
年
に
４
市
１
町

で「
静
岡
の
茶
草
場
農
法
」
世
界
農
業
遺

産
認
定
へ
の
推
進
協
議
会
が
掛
川
市
役
所

で
設
立
。
世
界
農
業
遺
産（
G
I
A
H
S
）

を
認
定
す
る
国
連
食
糧
農
業
機
関

（
F
A
O
）の
現
地
調
査
や
、
川
勝
平
太
静

岡
県
知
事
、
松
井
三
郎
前
掛
川
市
長
ら
に

よ
る
プ
レ
ゼ
ン
な
ど
を
経
て
、
平
成
２５
年

３
月
に
認
定
証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
１０
年
が
経
っ
た
令
和
５
年
１０

月
、
掛
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
認
定
１０
周

年
記
念
式
典
が
開
か
れ
ま
し
た
。
冒
頭
、

川
勝
知
事
が「
何
と
か
お
い
し
い
お
茶
を

と
い
う
思
い
が
、
結
果
的
に
生
物
の
多
様

性
を
保
全
す
る
取
り
組
み
に
な
っ
て
い

高
品
質
な
お
茶
を

栽
培
す
る
た
め
の

農
法

茶
草
場農

法
認
定
か
ら
１０
年

る
」
と
挨
拶
し
、
開
催
地
と
し
て
久
保
田

崇
掛
川
市
長
が「
み
ん
な
に
愛
さ
れ
て
い

る
お
茶
。
世
界
中
に
良
さ
が
広
が
れ
ば
」

と
話
し
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
講
演
や
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
が
行
わ

れ
、
生
物
多
様
性
の
保
護
や
観
光
資
源
と

し
て
の
活
用
方
法
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
ま

し
た
。

茶
草
場
農
法
の
維
持
・
継
承
に
つ
い
て
、

品
質
を
良
く
す
る
た
め
と
は
い
え
、
手
間

の
か
か
る
作
業
が
茶
農
家
の
負
担
と
な
っ

て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
協
議
会
が
認

定
す
る
実
践
者
数
は
、
平
成
２８
年
に
減
少

に
転
じ
、
令
和
３
年
度
は
４
０
７
戸
に
低

下
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
茶
園
面
積
や
茶

草
場
面
積
、
新
規
就
農
者
も
減
少
し
て
い

ま
す
。

こ
の
貴
重
な
農
法
、
仕
組
み
を
次
世
代

に
継
承
し
て
い
く
た
め
、
協
議
会
で
は
販

売
力
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
慣

行
農
法
の
お
茶
と
差
別
化
を
図
る
た
め
、

商
品
に
つ
け
る「
生
物
多
様
性
保
全
貢
献

度
表
示
シ
ー
ル
」（
通
称
認
定
シ
ー
ル
）

を
販
売
。
経
営
茶
園
面
積
に
対
す
る
茶
草

場
の
管
理
面
積
に
応
じ
て
３
ラ
ン
ク
を
設

け
、
茶
草
場
農
法
で
生
産
さ
れ
た
お
茶
で

あ
る
こ
と
を
表
示
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
認
知
度
向
上
に
向
け
、
応

援
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作
成
し
、
商
品
や
製
作

物
な
ど
へ
の
利
用
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
茶
草
場
農
法
の
理
解
促
進
を
進

め
て
い
く
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

茶
園
の
横
に
生
え
る
ス
ス
キ
や
サ
サ
。

掛
川
に
住
ん
で
い
る
と
当
た
り
前
に
見
る
光
景

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、こ
の
よ
う
な
草
地
は

今
で
は
希
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の〝
草
〞を
使
っ
た
伝
統
的
な
農
法

「
静
岡
の
茶
草
場
農
法
」が
世
界
農
業
遺
産
に

認
定
さ
れ
て
、１０
年
経
ち
ま
し
た
。「
高
品
質
な
茶
生
産
と
生
物
多
様
性
の

保
全
が
両
立
し
た
世
界
的
に
希
少
な
事
例
」と
評
さ
れ
る
農
法
に

改
め
て
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て
、そ
の
価
値
を
お
伝
え
し
ま
す
。

世
界
が
認
め
る
茶
栽
培
法

世
界
が
認
め
る
茶
栽
培
法

Che
ck!

茶草場に生息する
固有種のカケガワ

フキ

バッタ。羽が退化し
て飛ぶことができな

い

バッタです。

茶草場農法のここがすごい

世界農業遺産ってなに？

日本にある世界農業遺産の例
熊本県阿蘇地域 大分県国東（くにさき）半島宇佐地域 静岡県わさび栽培地域

1
茶園に茶草を投入することで、
雑草の発生や土の乾燥を抑え、
草はやがて分解され有機質肥料
となります。こうした効果が高品
質な茶栽培につながっています。

人の手が入ることで、様々な生物
が生息できる環境になります。
茶草場には７２０種以上の動植
物が生息していて、固有種や絶
滅危惧種も確認されています。

茶草場農法の茶園は炭素貯留
量が高くなります。二酸化炭素
を吸収して育つ茶草を刈り取っ
て敷くためで、二酸化炭素の削
減につながっています。

高品質な茶栽培 2
希少な動植物の
すみかに 3 環境に優しい

次世代に継承すべき伝統的な「無形の農林水産業システム」を認定し、その保全と持続的な利
用を図るもの。平成１４年に国連食糧農業機関（FＡＯ）が創設し、世界２６カ国８６地域、日本
では１５地域が認定されています。

阿蘇の草原の維持と持続的農業
クヌギ林とため池がつなぐ国東半島・
宇佐の農林水産循環 静岡水わさびの伝統栽培

̶ 発祥の地が伝える人とわさびの歴史 ̶

（R５.１１.１０現在）
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なでしこ

世界農業遺産 
【静岡の茶草場農法】
掛川東山茶

生産量は多くありま
せんが、みる芽の濃
厚な味わいが楽し
めます。

掛川茶ラテ
茶草場農法の茶葉
を使用した煎茶ラ
テ。抹茶ラテとはひ
と味違った深みが
あります。

はなめぐり

東山茶花巡
リーフティー

若葉の香りと強い
緑が特徴。渋みほ
んのりの深蒸し本
流です。

はなどき

東山茶花時
ティーバッグ

深蒸しらしい香り
と豊かな濃い緑。
旨みの中に渋みが
すっきり。

Voice
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含
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、
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岡
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４
市
１
町

（
菊
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・
島
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・
牧
之
原
市
・
川
根
本
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）
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、
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栽
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を「
静
岡
の
茶

草
場
農
法
」
と
い
う
伝
統
的
な
農
法
で

行
っ
て
い
ま
す
。
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、

茶
草
と
呼
ば
れ
る
ス
ス
キ
や
サ
サ
な
ど
の

草
を
刈
り
取
っ
て
乾
燥
さ
せ
、
約
１０
セ
ン

チ
に
裁
断
し
て
お
茶
の
木
の
畝（
う
ね
）

間
に
敷
く
方
法
で
、
お
茶
の
味
や
香
り
の

向
上
な
ど
、
高
品
質
な
茶
栽
培
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
栽
培
面
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
を

す
み
か
と
す
る
動
植
物
に
と
っ
て
も
良
い

環
境
と
な
り
ま
す
。
定
期
的
に
草
を
刈
る

こ
と
で
地
面
に
日
が
当
た
り
、
生
命
力
の

強
い
草
だ
け
が
生
き
残
る
こ
と
も
な
く
な

る
た
め
、
地
域
固
有
の
バ
ッ
タ「
カ
ケ
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ワ
フ
キ
バ
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タ
」
な
ど
７
２
０
種
以
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が

茶
草
場
に
生
息
し
て
い
ま
す
。

茶
草
場
の
よ
う
に
、
人
の
手
で
維
持
、

管
理
し
て
い
た「
半
自
然
草
地
」
が
、
以

前
は
日
本
中
に
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
し

か
し
、
農
業
や
生
活
の
近
代
化
な
ど
で
減

少
し
、
す
み
か
と
す
る
多
く
の
動
植
物
も

数
を
減
ら
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
保
全
し
、
持
続

し
て
い
く
た
め
、
平
成
２４
年
に
４
市
１
町

で「
静
岡
の
茶
草
場
農
法
」
世
界
農
業
遺

産
認
定
へ
の
推
進
協
議
会
が
掛
川
市
役
所

で
設
立
。
世
界
農
業
遺
産（
G
I
A
H
S
）

を
認
定
す
る
国
連
食
糧
農
業
機
関

（
F
A
O
）の
現
地
調
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や
、
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勝
平
太
静

岡
県
知
事
、
松
井
三
郎
前
掛
川
市
長
ら
に

よ
る
プ
レ
ゼ
ン
な
ど
を
経
て
、
平
成
２５
年

３
月
に
認
定
証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
１０
年
が
経
っ
た
令
和
５
年
１０

月
、
掛
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
認
定
１０
周

年
記
念
式
典
が
開
か
れ
ま
し
た
。
冒
頭
、

川
勝
知
事
が「
何
と
か
お
い
し
い
お
茶
を

と
い
う
思
い
が
、
結
果
的
に
生
物
の
多
様

性
を
保
全
す
る
取
り
組
み
に
な
っ
て
い

継
承
へ
の
取
り
組
み

大石一颯（いっさ）さん

中部電力パワーグリッド
　掛川支社島田営業所

おすすめ

おすすめ

る
」
と
挨
拶
し
、
開
催
地
と
し
て
久
保
田

崇
掛
川
市
長
が「
み
ん
な
に
愛
さ
れ
て
い

る
お
茶
。
世
界
中
に
良
さ
が
広
が
れ
ば
」

と
話
し
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
講
演
や
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
が
行
わ

れ
、
生
物
多
様
性
の
保
護
や
観
光
資
源
と

し
て
の
活
用
方
法
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
ま

し
た
。

茶
草
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農
法
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継
承
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て
、
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を
良
く
す
る
た
め
と
は
い
え
、
手
間

の
か
か
る
作
業
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茶
農
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の
負
担
と
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て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
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協
議
会
が
認

定
す
る
実
践
者
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は
、
平
成
２８
年
に
減
少

に
転
じ
、
令
和
３
年
度
は
４
０
７
戸
に
低

下
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
茶
園
面
積
や
茶

草
場
面
積
、
新
規
就
農
者
も
減
少
し
て
い

ま
す
。

こ
の
貴
重
な
農
法
、
仕
組
み
を
次
世
代

に
継
承
し
て
い
く
た
め
、
協
議
会
で
は
販

売
力
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
慣

行
農
法
の
お
茶
と
差
別
化
を
図
る
た
め
、

商
品
に
つ
け
る「
生
物
多
様
性
保
全
貢
献

度
表
示
シ
ー
ル
」（
通
称
認
定
シ
ー
ル
）

を
販
売
。
経
営
茶
園
面
積
に
対
す
る
茶
草

場
の
管
理
面
積
に
応
じ
て
３
ラ
ン
ク
を
設

け
、
茶
草
場
農
法
で
生
産
さ
れ
た
お
茶
で

あ
る
こ
と
を
表
示
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
認
知
度
向
上
に
向
け
、
応

援
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作
成
し
、
商
品
や
製
作

物
な
ど
へ
の
利
用
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
茶
草
場
農
法
の
理
解
促
進
を
進

め
て
い
く
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

掛川グランドホテルで開かれた「認定１０周年記念式典」で挨拶する川勝知事。

生物多様性保全貢献度
表示シール（通称：認定
シール）。

茶草場農法をPRする応
援ロゴ。

新鮮安心市場さすが市内にあるお茶の
直売所。ＪＡ掛川市管内で生産された
茶葉のみを使用しています。

掛川市東山の粟ヶ岳山麓「茶文字の里」
にある地域密着のお店。地元で製造さ
れたこだわりの東山茶の情報発信基地
でもあります。

高
品
質
な
お
茶
を
生
産
す
る
茶
草
場
農
法
で
は
、
通
常

の
栽
培
に
加
え
、
草
を
刈
っ
て
敷
き
込
む
作
業
を
行
い

ま
す
。
労
力
を
要
す
る
た
め
、
推
進
協
議
会
で
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
る
際
の
支
援
を
実
施
し
て
い
ま

中
部
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド

With

茶
草
場
農
法
の

お
茶
を
探
そ
う
！

茶
草
場
農
法
を

知
ろ
う

す
。
今
回
は
、
毎
年
作
業
応
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

す
る
中
部
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
、茶
草
場
農
法
を
紹
介
し
ま
す
。

茶
草
場
農
法
の
実
践
農
家
が
生
産
し
た
お
茶
に
は
、
茶

草
場
の
管
理
面
積
に
応
じ
た
認
定
シ
ー
ル
が
つ
き
ま

す
。
茶
園
面
積
に
対
す
る
茶
草
場
の
管
理
面
積
が
５０
％

以
上
だ
と
三
つ
葉
で
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
茶
を
買

う
際
に
は
、
こ
の
シ
ー
ル
を
探
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

茶園の横に自生するススキやササな
どを刈ります。傾斜地が多く、車が入
れないようなところも。

刈った草を束ねて乾燥させます。円
錐状に積んだ状態のものをかっぽし
といい、粟ヶ岳の頂上にある山頂休
憩所「粟ヶ岳世界農業遺産茶草場テ
ラス」の愛称（かっぽしテラス）にも
なっています。

機械を使い、乾燥させた草を約
10cmに裁断します。

お茶の木の根元や畝間に敷きます。

お茶摘みの体験しかした
ことがなく、初めての作
業でした。普段飲んでい
るおいしいお茶は、でき
る前の行程でこんなに忙
しい作業があるというこ
とを知りました。

草刈り（11月頃）1裁断3

乾燥2
投入4

ＪＡ掛川市茶直売所

お茶処いっぷく
掛川市弥生町２３４

東山いっぷく処
掛川市東山１１７３－２

作業を経験して
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